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☆ 記 入 に あ た っ て ☆ 

 この診断（アンケート）は、本校の教育活動が生徒の実態や保護者・地域住民のニ

ーズなどに対応し、効果的に実施できているかどうかについて、学校自らが教育計画

の達成度を点検し、教育改善のための方策を明らかにするために行うものです。回

答方法は、 

それぞれの質問内容を読んで下記の通りに記入ください。 

 

あてはまる場合   →  １の欄にマーク 

ややあてはまる場合   →  ２の欄にマーク 

あまりあてはまらない場合   →  ３の欄にマーク 

あてはまらない場合   →  ４の欄にマーク 

 

  判断できない場合やわからない場合は、空欄のままにしておいてください。 

 ご協力、よろしくお願いいたします。 

 

                         大阪府立八尾北高等学校長  岡本 泰弘 

 

※ 回答シートは、教頭席うしろの提出箱にご提出ください。 締切  ： 1１ 月 ２９日（木） 

 

教職員数 60 人 回答数 58 人 （回答率 96.6%） 



※指標＝{1*2+2*1＋3*(-1)+4*(-2)}/10 

 質  問  項  目 

１ ２ ３ ４ 
19 

年 

18 

年 

17 

年 

よ
く
あ
て
は
ま

る や
や
あ
て
は
ま

る あ
ま
り
あ
て
は

ま
ら
な
い 

ま
っ
た
く
あ
て

は
ま
ら
な
い 

今
年
度
指
標 

今
年
度
指
標 

前
年
度
指
標 

1 
本校の教育活動について、教職員間で日常的によく話

し合っている。 
37.5  44.6  12.5  5.4  9.6 7.1 9.3 

2 
各年度の教育計画の作成に当たって、教職員でよく話

し合っている。 
14.8  42.6  33.3  9.3  2.0 0.3 1.3 

3 
本校の教育活動には、生徒や保護者のニーズにあった

特色がある。 
50.0  42.6  5.6  1.9  13.3 10.0 8.7 

4 
教育課程の編成にあたって、学習指導要領の趣旨が

活かされている。 
20.0  54.5  20.0  5.5  6.4 5.6 7.1 

5 
教育活動全般にわたる評価を行い、次年度の計画に

活かしている。 
15.5  58.6  17.2  8.6  5.5 5.9 2.9 

6 教職員は生徒の意見をよく聞いている。 42.1  50.9  7.0  0.0  12.8 11.9 11.8 

7 
本校は、教育活動全般について、生徒や保護者の願い

によく応えている。 
35.7  55.4  7.1  1.8  11.6 8.5 9.8 

8 
年間の学習指導計画について、各教科でよく話し合っ

ている。 
19.3  49.1  24.6  7.0  4.9 2.9 5.5 

9 
各教科において、基礎・基本を明確にし、教材の精選・

工夫を行っている。 
26.3  57.9  10.5  5.3  8.9 8.1 9.1 

10 
指導内容について、他の教科と話しあう機会がよくあ

る。 
3.7  25.9  57.4  13.0  -5.0 -6.7 -4.0 

11 
生徒の実態をふまえ、参加体験型の学習を行うなど、

指導方法の工夫・改善を行っている。 
28.1  63.2  7.0  1.8  10.9 11.7 8.9 

12 
グループ学習を行うなど、学習形態の工夫・改善を行っ

ている。 
28.1  61.4  8.8  1.8  10.5 7.9 5.5 

13 
到達度の低い生徒に対する学習指導を、個に応じた観

点で工夫して行っている。 
27.8  53.7  14.8  3.7  8.7 9.0 6.4 

14 
学習意欲の高い生徒に対する学習指導を、個に応じた

観点で工夫して行っている。 
28.6  46.4  23.2  1.8  7.7 7.1 10.2 

15 評価のあり方について話し合う機会がよくある。 8.8  50.9  31.6  8.8  1.9 -0.5 2.7 

16 
カウンセリングマインドを取り入れた生徒指導を行って

いる。 
37.5  42.9  16.1  3.6  9.5 6.0 8.9 



17 
生徒の基本的生活習慣についての枠組みを十分に指

導していると思われる。 
16.1  51.8  28.6  3.6  4.8 4.1 2.5 

18 
学校生活上のマナーについての指導が十分になされて

いると思われる。 
10.7  42.9  30.4  16.1  0.2 2.0 0.2 

19 
生徒の問題行動が発生した場合、組織的に対応できる

体制が整っている。 
35.7  41.1  12.5  10.7  7.9 8.0 7.3 

20 
さまざまな問題行動の防止のための早期指導を、学校

全体で心がけている。 
26.3  49.1  19.3  5.3  7.2 7.5 5.5 

21 
いじめ（疑いを含む）が起こった際の体制が整ってお

り、迅速に対応することができている。 
30.4  51.8  12.5  5.4  8.9 11.4 7.5 

22 
教育相談体制が整備されており、生徒は学級担任以外

の教員とも相談することができる。 
50.9  41.8  5.5  1.8  13.5 12.0 10.6 

23 
生徒指導において、家庭との緊密な連携ができてい

る。 
44.4  42.6  13.0  0.0  11.9 12.0 9.5 

24 
生徒指導について、関係諸機関（警察・補導員・子ども

家庭センターなど）との緊密な連携ができている。 
30.2  39.6  26.4  3.8  6.6 7.9 6.5 

25 

校則が、生徒の実態や人権尊重の立場から適切であ

るかについて、生徒や教職員の間で話し合う機会があ

る。 

14.8  37.0  37.0  11.1  0.7 -0.5 0.5 

26 

生徒が豊かな勤労観・職業観を持つことができるよう、

各学年の生徒状況に応じた系統的な進路指導を行って

いる。 

37.7  52.8  5.7  3.8  11.5 9.7 9.6 

27 
生徒一人一人が興味・関心・適性に応じて進路選択が

できるよう、きめ細かい指導を行っている。 
45.3  47.2  7.5  0.0  13.0 12.0 10.5 

28 
ホームルーム活動を主とした学級経営の改善に、学級

や学年、学校全体で取り組んでいる。 
24.1  57.4  14.8  3.7  8.3 5.8 5.6 

29 
学校行事が生徒にとって魅力あるものとなるよう、工

夫・改善を行っている。 
54.4  40.4  3.5  1.8  14.2 9.5 9.6 

30 
生徒会活動を通じて、生徒が民主的な手続きを学ぶよ

うに、学校全体で支援している。 
46.4  41.1  10.7  1.8  12.0 7.8 9.5 

31 
生徒会活動を通じて、生徒が主体的に活動できるよう

に、学校全体で支援している。 
52.6  40.4  5.3  1.8  13.7 10.3 12.0 

32 
部活動について、生徒が達成感を得られるよう、活性

化に取り組んでいる。 
20.0  45.5  25.5  9.1  4.2 3.1 1.5 

33 
生徒に対し、社会規範や市民道徳を守る意識を育む機

会をつくるように配慮している。 
24.1  51.9  20.4  3.7  7.2 2.9 6.2 

34 
教育活動において、奉仕等の体験学習やボランティア

活動が活発に行われている。 
17.0  39.6  35.8  7.5  2.3 -2.0 -1.6 



35 
教育活動において、生徒が命の大切さや社会のルー

ルについて学ぶ機会をつくるよう配慮している。 
24.1  53.7  20.4  1.9  7.8 4.6 7.1 

36 
人権尊重に関する様々な課題や指導方法について、全

教職員で話し合っている。 
15.1  43.4  28.3  13.2  1.9 2.4 1.6 

37 
人権尊重の教育において、参加体験型の学習内容・方

法を取り入れるなど、感性を高める指導を行っている。 
27.8  44.4  25.9  1.9  7.0 5.5 7.5 

38 
同和問題を正しく理解し、差別や偏見のない社会をめ

ざす主体的な生き方につながる学習を工夫している。 
30.4  44.6  17.9  7.1  7.3 6.0 8.7 

39 

在日外国人に対する理解を深め、差別や偏見のない社

会をめざす主体的な生き方につながる学習を工夫して

いる。 

40.4  51.9  5.8  1.9  12.3 11.7 11.8 

40 

障がい者理解を深め、ノーマライゼーションの理念に基

づく社会を築く資質を養うことができるように工夫してい

る。 

34.5  50.9  12.7  1.8  10.4 6.5 11.1 

41 
男女共生意識に基づく社会を築く資質を養うことができ

るように工夫をしている。 
13.5  48.1  32.7  5.8  3.1 4.0 4.5 

42 
環境・国際理解・福祉ボランティアなどの新しい教育課

題を教育活動に積極的に取り入れている。 
20.4  50.0  27.8  1.9  5.9 3.0 5.1 

43 
体罰やセクシュアル･ハラスメントの防止をはじめ、人権

尊重の姿勢にもとづいた生徒指導が行われている。 
37.7  49.1  11.3  1.9  10.9 7.8 8.9 

44 

中期的（３か年）な目標を踏まえ課題を明確にした「学

校経営計画」を策定し、ＰＤＣＡサイクルによる学校経営

を推進している。 

11.8  47.1  29.4  11.8  1.8 1.6 1.5 

45 
校長は、自らの教育理念や学校運営についての考え方

を明らかにしている。 
18.9  41.5  28.3  11.3  2.8 4.0 3.3 

46 学校運営に、校長のリーダーシップが発揮されている。 11.1  35.2  38.9  14.8  -1.1 0.0 -1.3 

47 学校運営に、教職員の意見が反映されている。 18.9  49.1  17.0  15.1  4.0 2.2 0.0 

48 

教職員の適性や能力に応じた校内人事や校務分掌の

分担がなされ、教職員が意欲的に取り組める環境にあ

る。 

16.7  55.6  14.8  13.0  4.8 1.9 2.2 

49 
各分掌や各学年間の連携が円滑に行われ、有機的に

機能している。 
11.8  35.3  37.3  15.7  -1.0 4.9 -4.0 

50 会議の内容が教育活動や学校運営に活かされている。 14.6 43.8 22.9 18.8 1.3 1.9 1.6 

51 
職員会議をはじめ各種会議が、教職員間の意思疎通

や意見交換の場として有効に機能している。 
11.3  41.5  32.1  15.1  0.2 0.7 -2.9 



52 
教職員間の相互理解が十分になされ、信頼関係に基

づいて教育活動が行われている。 
20.8  58.5  13.2  7.5  7.2 4.0 1.7 

53 
日々の教育活動における問題意識や悩みについて、気

軽に相談しあえるような職場の人間関係ができている。 
23.5  60.8  5.9  9.8  8.2 5.1 5.6 

54 
本校の職場においては、教職員の服務規律への自覚

が高い。 
24.5  47.2  22.6  5.7  6.2 6.2 0.7 

55 
事故・事件･災害等に対して迅速かつ適切な対処がで

きるよう役割分担が明確化されている。 
28.3  50.9  18.9  1.9  8.5 8.4 6.5 

56 
本校は、生徒の生活の場として、ゆとりと潤いのある教

育環境が整備されている。 
30.2  43.4  22.6  3.8  7.4 3.6 3.1 

57 本校では、清掃がいきとどいている。 14.5  23.6  45.5  16.4  -2.5 -5.3 -7.6 

58 
施設・設備の拡充は、長期的見通しに立って計画され

ている。 
15.4  38.5  42.3  3.8  1.9 2.8 -0.4 

59 
施設・設備について日常的に点検や管理が行われてい

る。 
24.5  45.3  20.8  9.4  5.5 4.5 2.2 

60 各教科の備品や教材教具が十分に活用されている。 16.4  56.4  20.0  7.3  5.5 4.6 3.7 

61 
コンピュータ等のＩＣＴ機器が、各教科の授業などで活用

されている。 
27.8  59.3  11.1  1.9  10.0 6.4 3.5 

62 
この学校は、情報リテラシーや情報モラルを高める教

育に取り組んでいる。 
11.1  63.0  20.4  5.6  5.4 4.5 2.5 

63 
校内研修組織が確立し、計画的に研修が実施されてい

る。 
25.5  45.1  19.6  9.8  5.7 7.2 4.2 

64 
校内研修は、教育実践に役立つような内容となってい

る。 
23.2  46.4  17.9  12.5  5.0 2.4 6.4 

65 学校内で他の教員の授業を見学する機会がよくある。 32.7  50.0  15.4  1.9  9.6 7.4 5.3 

66 
教員の間で、授業方法などについて検討する機会を積

極的に持っている。 
20.8  47.2  20.8  11.3  4.5 3.6 2.7 

67 
この学校では、府教育センターなどが主催する研修に、

計画的に参加する体制が整っている。 
13.2  34.0  45.3  7.5  0.0 -2.7 -3.8 

68 
研修・研究に参加した成果を、他の教職員に伝える機

会が設けられている。 
9.3  31.5  48.1  11.1  -2.0 -3.3 -5.9 

69 
公文書の収受・発送・保管に対する管理が十分になさ

れている。 
25.5  60.0  12.7  1.8  9.5 7.8 6.9 

70 
学校から保護者宛てに公文書を発行するに当たって、

校長が決済するシステムが確立している。 
37.0  53.7  7.4  1.9  11.7 11.3 12.5 



71 
指導要録の記入・点検が年度内に適正に行われてい

る。 
50.0  46.3  3.7  0.0  14.3 12.4 12.3 

72 
個人情報保護の観点から、生徒の個人情報に関する

管理システムが確立している。 
31.5  63.0  1.9  3.7  11.7 11.0 9.1 

73 
教育活動に必要な情報を積極的に収集し、生徒・保護

者や地域への周知に努めている。 
19.6  54.9  21.6  3.9  6.5 6.0 5.7 

74 
情報提供の手段として、学校のホームページが活用さ

れている。 
39.6  52.8  7.5  0.0  12.5 10.8 5.0 

75 
本校は、保護者や地域の人々と接する機会を多く持っ

ている。 
19.2  69.2  7.7  3.8  9.2 6.8 9.6 

76 教職員は、ＰＴＡ活動によく参加している。 14.8  50.0  29.6  5.6  3.9 0.3 1.5 

77 
近隣の学校などとの校種間連携の機会を設け、教育活

動全般に活かしている。 
34.5  38.2  21.8  5.5  7.5 6.4 8.4 

78 支援学校との交流の機会を積極的に設けている。 3.8  13.2  50.9  32.1  -9.4 -7.9 -7.0 

 

 

考察・分析 回答率：96.6% (昨年 95.2％一昨年 87.3％、） 

今年の特徴としては、昨年度より肯定値が軒並み上昇している傾向が見られた。78 設問中で、前年度

より指標が上昇した設問が 58（昨年 46）、下降した設問が 19（昨年 32）という結果になった。 

 

 

指標が上昇したもの（3P以上）を抽出すると、昨年度 7項目だったものが、今年度は 16項

目（質問番号 3,7,16,29,30,31,33,34,35,40,43,52,53,56,61,76）あり、以下に(3,5P以上)

の 9項目を示した。 

 

16 カウンセリングマインドを取り入れた生徒指導を行っている。                      6.0→9.5(↑ 3.5) 

29 学校行事が生徒にとって魅力あるものとなるよう、工夫・改善を行っている。           9.5→14.2(↑ 4.7) 

30 生徒会活動を通じて、生徒が民主的な手続きを学ぶように、学校全体で支援している。  7.8→12.0(↑ 4.2) 

33 生徒に対し、社会規範や市民道徳を守る意識を育む機会をつくるように配慮している。   2.9 →7.2(↑ 4.3) 

34 教育活動において、奉仕等の体験学習やボランティア活動が活発に行われている。    -2.0 →2.3(↑ 4.3) 

40 障がい者理解を深め、ノーマライゼーションの理念に基づく社会を築く資質を養うことができるように工夫してい 

る。                                                       6.5→10.4(↑ 3.9) 

56 本校は、生徒の生活の場として、ゆとりと潤いのある教育環境が整備されている。       3.6→7.4(↑ 3.8) 

61 コンピュータ等のＩＣＴ機器が、各教科の授業などで活用されている。                  6.4→10.0(↑ 3.6) 

76 教職員は、ＰＴＡ活動によく参加している。                                         0.3→3.9(↑ 3.6) 

 

 



指標が大きく下降したもの（3P 以上）を抽出すると、昨年度 5 項目あったものが、今年度

は 1項目のみであった。以下に（1,5P以上）下降したもの 5項目を示した。 

 

18 学校生活上のマナーについての指導が十分になされていると思われる。    2.0 →0.2 (↓ 1.8) 

21 いじめ（疑いを含む）が起こった際の体制が整っており、迅速に対応することができている。 

11.4 →8.9 (↓ 2.5)         

49 各分掌や各学年間の連携が円滑に行われ、有機的に機能している。       4.9 →-1.0 (↓ 5.9) 

63 校内研修組織が確立し、計画的に研修が実施されている。             7.2→5.7 (↓ 1.5) 

78 支援学校との交流の機会を積極的に設けている。            -7.9 →-9.4 (↓ 1.5)   

 

 

肯定的な意見が多かったもの(10P以上)を抽出すると、昨年度の 13項目から 20項目に増加

している。12P以上の 10項目を抽出すると以下のようになる。 

 

３本校の教育活動には、生徒や保護者のニーズにあった特色がある。                  13.3 

６教職員は生徒の意見をよく聞いている。                                        12.8 

22 教育相談体制が整備されており、生徒は学級担任以外の教員とも相談することができる。    13.5 

27 生徒一人一人が興味・関心・適性に応じて進路選択ができるよう、きめ細かい指導を行っている。 

13.0 

29 学校行事が生徒にとって魅力あるものとなるよう、工夫・改善を行っている。             14.2 

30 生徒会活動を通じて、生徒が民主的な手続きを学ぶように、学校全体で支援している。      12.0 

31 生徒会活動を通じて、生徒が主体的に活動できるように、学校全体で支援している。      13.7 

39 在日外国人に対する理解を深め、差別や偏見のない社会をめざす主体的な生き方につながる学習を工

夫している。                                                                     12.3 

71 指導要録の記入・点検が年度内に適正に行われている。               14.3 

74 情報提供の手段として、学校のホームページが活用されている。                              12.5 

 

 

一方、否定的な意見が多かったもの（-5P以下）を抽出すると、以下のようになる。 

 

10指導内容について、他の教科と話しあう機会がよくある。                          -5.0 

78 支援学校との交流の機会を積極的に設けている。                             -9.4 

 

 

教職員の自由意見 

 

・生指上の指導方法が、学年によって違い過ぎていて、学年を超えた指導がしにくい。 

・生活指導部の指導の連携がとれていない。全体に何をしているのか見えない。 

・黒板がきれいになるように、黒板消しとクリーナーを全て変えてほしい。 

・掃除の当番をしっかり回してほしい。 



・教室前方のカーテンをより遮光性の高いものにはできないか。反射がきつく見えにくい生徒がいる。 

・各学年で指導の違いがあり、1つの学校ではない。 

・学校としてスカート丈の指導を実施するべきである。 

・学校としてのセーターを作るべきである。 

・仕事に対して余裕がない。 

・オーバーワークがスタンダードなのはどうか、もっと業務をスリム化できないか。 

・生徒の欠席や遅刻数が減ればもっと良い学校になると思うが、中々良いアイデアが思い浮かばない。 

 

 

以上をもとに考察する。 

 

① 全体的 に今年度の特徴として全体的に肯定値が上昇している。教員の物理的な仕事量の多さ

からくる多忙感はあるものの、精神的にはものを言いやすい環境になっているように思われる。

自由記述から見て取れることは、各学年の生徒指導の統一を願う意見が多かった。大きく指標

を下げた項目は、教員間の分掌・学年・教科の連携が機能していないことを感じている教員が

多かった。 

 

② 肯定的 な意見が多い項目の内容をみると、日々の教育活動に於いて生徒に向き合いながら、

カウンセリングマインドを持った生徒指導、生徒会活動を中心とした学校行事、人権教育に取

り組んでいることがわかる。特に人権教育が土台にある本校としては、インクルーシヴ教育が

実践できているこの結果を、八尾北高校の強みとして維持していかねばならないと考える。 

 

③ 総合学科 特有の多忙さ（複雑な教育課程、教材研究の多様さ等）の中、在日外国人に対する理

解を深める取組や授業改善の取組（ICT 授業の取り組み、アクティブラーニング等学習形態の

工夫・改善・個に応じた観点での工夫）等これまでの取り組みの成果が結実しつつある。 

 

④ 否定的 な意見にあるのが八尾北高校の弱みの部分である。生徒に対して学校生活上のマナー

指導の低調さを感じ、「いじめ」発生時の教員体制をも危惧する傾向にあるのは、社会へ送り出

すための教育意識が欠如している表れともとれる。教員間においても、分掌間、学年間、教科

間の横断的な交流の少なさが本校の問題点として浮き彫りになっている。日頃の生徒や同僚へ

のまめな声掛けにより、コミュニケートできる土壌の育成が、可及的速やかに対応が求められ

るところである。研修計画にはもっと教育実践に直結する研修を組み込む必要性を感じた。  

 

（まとめ） 

肯定的に指標が高いものは、本校の根幹部分にかかわる生徒指導全般に関する部分である。

多種多様な生徒のニーズに答えるべく、さまざま教育活動に取り組んでいる。一方、学校運営

に関する部分や教職員間の他分掌・他学年・教科間等とのつながりといった組織的な連携が比

較的低い傾向にある。本校の強みを堅持しつつ、教職員のより良い人間関係・同僚性を維持す

るとともに更なる共通理解をはかり、管理職はもちろん、分掌・学年・教科会議等に於いて積

極的な交流、工夫、改善への取組が必要である。 


